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１０月３１日(金)５校時から１学年出張講義が行われました。本校を卒業され多方面で

ご活躍されている８名の卒業生の方々を講師としてお招きし、各クラスでそれぞれのご職

業についての講義をしていただきました。終了後に体育館で行われた全体会では、各クラ

スの代表者がどのようなお話を聞いたかを発表した後、各講師の方から全体に向けてお話

をしていただきました。生徒はさまざまな職業の実情や知識について理解を深めることが

でき、自分の将来の職業について真剣に考えようとする姿勢がみられました。

講義をしていただいた皆様です。心より感謝申し上げます。

小林 秀樹 様 医療社団法人 秀英会理事長 (第４期生)

前田 裕 様 共通運送株式会社 総務部長 (第４期生)

酒井 裕司 様 NPO法人炭鉱(ﾔﾏ)の記憶推進事業団理事事務局長 (第１０期生)

中田 英史 様 株式会社きのとや 常務取締役 (第１０期生)

布上 道代 様 舞踊家 (第１０期生)

尾形 剛弥 様 NPO法人 Ojas代表 養蜂家 (第１１期生)

武藤 英生 様 札幌中央形成外科 理事長･院長 (第 1１期生)
松本 卓也 様 後志農業改良普及センター 専門普及指導員 (第１９期生)

１０月２０日(月)放課後、ボランティア活動委員

会主催の落ち葉拾いが行われました。参加生徒はボ

ランティア活動委員会、男子バドミントン部とサッ

カー部、ソフトボール部、チアリーディング同好会

の有志ら約５０名が集まり、１時間に渡って校舎敷

地内の落ち葉を拾いました。生徒は秋の深まりを感

じながら楽しそうに取り組んでいました。



１０月２９日(水)、NPO 法人ピーチハウス １１月１５日（土）・１６日（日）に、美術

より志堅原郁子様と工藤さおり様をお招きし、 部員が『さっぽろアートステージ２０１４ ス

２年生を対象に「学び落とそう！デート DV クールアートライブ』という企画に参加し、札

～対等で尊重のある関係を築くために～」と題 幌駅前通地下歩行空間においてライブドローイ

して健康講話が行われました。 ングを行いました。

デート DVとは親密な関係にある恋人同士や 昨年に引き続き２回目の参加となりました。

夫婦などの、親しい関係で起こる身体に対する 制作中は、激励に駆けつけた美術部員の保護者

暴力や、相手を自分の思いどおりに支配(コン の皆様や偶然通りかかった本校 OB/OG の皆さ
トロール)しようとする態度や行動のことです。 んにたくさんの応援をいただきました。誠にあ

DV は夫婦の間だけではなく、高校生や大学生 りがとうございました。

などの交際においても起こっています。「交際 作品は１１月２２・２３・２４日の３連休に

している 2人は対等で尊重しあえる関係でなく 札幌駅前通り地下歩行空間北３条交差点広場に

てはならず、緊張や恐怖のない互いに成長しあ 設置されますので、お近くに行かれた際は是非

える安心した関係を築かなくてはならない。そ ご覧ください。

のためには周囲の友達の存在が大きな支えとな

るとともに、対等で尊重しあう関係の構築が求

められる」という内容を DVD 観賞やロールプ
レイをとおして学習しました。

１０月２８日(火)･２９日(水)の放課後、屯

田大藤保育園にてボランティア活動委員会と有

志による絵本の読み聞かせが行われました。各

日とも１年から３年の男女８名が参加し、２歳

児から５歳児へ向けて「いるいるだあれ」「そ

らまめくんのベッド」「もりのおくのおちゃか

いへ」「にじいろのさかな うみのそこのぼう

けん」を読み聞かせました。その後、たくさん

の質問が飛び交い、子どもたちのパワーに圧倒

されていました。最後にホールで遊ぶ時間があ

り楽しそうに過ごしていました。

月 日 曜 行事名

後期中間考査１日目　　

第２回学校評議員会

27 木 後期中間考査２日目　　

28 金 後期中間考査３日目　　

３年後期土曜講習

第２回PTA教養講座

1 月 ２年平常講習５クール１

2 火 ２年平常講習５クール２

3 水 ２年平常講習５クール３

4 木 ２年平常講習５クール４

5 金 ２年平常講習５クール５

6 土 ３年全統センター試験プレテスト

13 土 ３年後期土曜講習５

18 木 生徒会企画クリスマス会

11

12

29 土

26 水

＊学校ホームページでは日々、情報を更新していますので併せてご覧ください。＊

http://www.sapporohokuryou.hokkaido-c.ed.jp/


